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1. はじめに 

令和６年奥能登豪雨（以下、豪雨）からまもなく１年が経ちます。昨年（令和

６年）9 月 21 日から 23 日にかけて発生した豪雨により、能登半島の各地で甚

大な被害が発生しました。 

 

石川県輪島市の輪島港では、豪雨により、大量の土砂が河川を通じて流れ込み、

海底に堆積しました。この土砂の堆積により、輪島港内の水深が大幅に浅くなっ

たことから、船舶の航行安全を確保するために、堆積した土砂を取り除くなど輪

島港の復旧に向けた取り組みが行われてきました（参考１）。 

 

輪島港では令和６年１月１日に発生した能登半島地震（以下、地震）により、

海底が約 1～1.5 m 隆起したと報告されています（参考２）。また、輪島市北方

沖でも当庁の調査により、約 3 m の海底の隆起が確認されるなど（参考３）、豪

雨以前の地震の影響によって、広範囲に大きな水深変化が生じています。 

 

海上保安庁海洋情報部（以下、当庁）ではこのような地震や豪雨による水深変

化の影響を鑑みて、水路測量を行い、最新の精密な水深情報等を海図に反映する

ことで、輪島港及び付近を航行する船舶の安全確保に取り組んでいます。 

 

豪雨が輪島港においてどれほどの水深の変化をもたらしたか？どのような海

底の変化をもたらしたのか？最新の調査により明らかになりました。その調査

の概要を本コラムにて解説いたします。 

 

2. 奥能登豪雨「後」の調査 

当庁は豪雨から約８カ月後の令和７年５月８日から 23 日にかけて、測量船

「明洋」搭載艇のマルチビーム音響測深機（参考４）を使って、輪島港及び付近

の精密な水深の調査（水路測量）を行いました。図１がその調査範囲と調査で得

られた水深を図にしたものです。この図のように、水深に応じて色を付けて、海

底の様子を描いた図は海底地形図と呼ばれています。 

解説コラム 
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図１ 令和７年５月（豪雨の約８カ月後）に当庁が取得した海底地形図 

 

輪島港内では、豪雨の約１か月後の令和６年１０月に国土交通省北陸地方整

備局が水深の調査を行っています。その一部を海底地形図にしたものが図２で

す。 
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図２ 令和６年１０月（豪雨の約１カ月後）に北陸地方整備局が取得した 

海底地形図 

 

当庁と北陸地方整備局の海底地形図を併せたものが図３です。当庁と北陸地

方整備局の調査により、豪雨後の輪島港の海底の様子が明らかになりました。し

かしながら、豪雨「後」のデータだけでは、豪雨の影響はわかりません。豪雨の

影響を明らかにするためには、豪雨「前」のデータと比較する必要があります。 
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図３ 豪雨後の輪島港の海底地形図（当庁及び北陸地方整備局） 

 

輪島港では令和６年１月１日に発生した能登半島地震により、海底が広範囲

に隆起しました（浅くなりました）。豪雨の影響のみを正確に把握するためには、

能登半島地震が発生した令和６年１月１日から奥能登豪雨が発生した令和６年

9 月 21 日までの間に取得された精密な水深データが必要となります。 

 

2. 奥能登豪雨「前」の調査 

まさにそのタイミングで調査をしていたのが九州大学を中心とする研究グル

ープです。九州大学浅海底フロンティアセンター・（株）ワールドスキャンプロ

ジェクト・広島大学・金沢大学は、能登半島地震による海底の変化を調べるため

に、豪雨の約４カ月前の令和６年５月に輪島港において水深の調査を行いまし

た（参考５）。その時に取得された海底地形図が図４です。海上保安庁は九州大

学らの研究グループと連携して、豪雨前後の水深データを比較しました。 

 

 
図４ 令和６年５月（豪雨の約４カ月前）に九州大学・（株）ワールドスキャ

ンプロジェクト・広島大学・金沢大学が取得した海底地形図 

 

３. 奥能登豪雨「前」「後」での水深の変化 
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図５は豪雨前後の水深の変化を示した図となります。赤色の場所は豪雨後に

水深が浅くなったところを示しています。顕著に水深が浅くなった場所が２か

所ありました。この２か所について、以下、詳細に見ていきましょう。 

 

 
図５ 輪島港における令和６年奥能登豪雨前後での水深変化図 

（赤くなるほど水深が浅くなっている） 

 

１か所目は河原
か わ ら

田
だ

川の河口沖です。河口から約 0.5 km の沖合で水深が最大 1.8 

m 浅くなっていました。水深が浅くなった場所（赤色の範囲）は河原田川の河口

から広がるように見られることから、豪雨により河原田川を通じて流れ込んだ

大量の土砂が海底に堆積したことにより、水深が浅くなったと解釈できます。大

人の背丈ほどの高さの土砂が海底に堆積したことになります。 

 

また、豪雨前後の海底の様子を比較したものが図６になります。豪雨前には海

底には亀裂が重なった「しわ」のような地形が確認されます。この「しわ」は地

震で形成された可能性もありますが、詳細はわかりません。この「しわ」のよう

な地形は豪雨後には確認されませんでした。おそらく土砂に埋もれたと考えら

れます。「しわ」の代わりに豪雨後には海底に「ぶつぶつ」したものが点在して
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いる様子が確認されました。この「ぶつぶつ」の大きさは最大幅約 5 m、高さ 5 

m です。この「ぶつぶつ」を水中カメラ等で実際に確認できてはいませんが、豪

雨により流された巨礫や何らかの人工物が海底に散らばっていると考えられま

す。 

 

図６ 河原田川の河口沖の豪雨前後の海底の様子（左：豪雨前、右：豪雨後） 

 

測量を行っていた期間、河原田川の河口沖で測量船「明洋」が 錨
いかり

を下して、

抜いた際には、錨に砂や泥が付着するとともに、長い木や竹が絡
から

むことがありま

した（図７）。こういった木や竹も豪雨で流されてきた可能性があります。 

 

巨礫や人工物が点在している 



 

7 

 

 
図７ 測量船「明洋」が輪島港内で錨を抜いた際に絡まった木 

 

２か所目は塚
つか

田
だ

川の河口沖です。塚田川の河口沖の豪雨前後の海底の様子を

比較したものが図８になります。地震の前には、筋状に亀裂の入った凹凸した

岩が露出している様子が確認されます。地震後にはこの筋状の凹（溝）の部分

が土砂で埋もれた様子が確認されました。水深の変化としては最大 80 ㎝ほど

ですが、もともと岩だった海底が土砂に埋もれたことから、海底の環境が変化

していると考えられます。 
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図８ 塚田川の河口沖の豪雨前後の海底の様子（左：豪雨前、右：豪雨後） 

 

４. 最後に 

令和６年奥能登豪雨により輪島港内には大量の土砂が流れ込み、それらが堆

積したことにより最大 1.8 m 水深が浅くなったことがわかりました。比較がで

きなかった港内の河口部では、さらに大きな水深の変化が起きている可能性が

あります。輪島港では地震による海底の隆起が最大 1.5 m であったことから、

海の中では地震の影響を上回る水深の変化が、豪雨によってもたらされたこと

が初めて明らかになりました。このような調査の結果は、港湾工事のみならず漁

業を含めた様々な社会経済活動に活かされることが期待されます。 

 

海上保安庁では輪島港の水路測量によって得られた最新の水深を海図に反映

していくことで、輪島港を利用する船舶の航行安全に役立てて参ります。また、

精密な水深の調査を通じて、令和６年能登半島地震や令和６年奥能登豪雨のよ

うな甚大な自然災害の影響把握や原因解明に資する基礎情報の整備に役立てて

参ります。 

 

土砂の流入により溝が埋まり、

起伏が分かりづらくなっている 
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参考資料 

参考１ 

輪島港内に流入した土砂の浚渫工事を開始～９月２０日からの大雨への対応～ 

https://www.hrr.mlit.go.jp/press/2024/10/241021kouwan.pdf 

 

参考２ 

能登の水産関係港の復興方針 

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/suisanka/notohantoujishin/documents/hukkouhou

sin.pdf 

 

参考３ 

珠洲市北東沖等において海底隆起を確認～海上保安庁と北陸電力が地形解析で連携～ 

https://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kouhou/r6/k241210/k241210.pdf 

 

参考４ 

水深を調べるには音を使います。マルチビーム音響測深機（ソナー）と呼ばれる音波を

発信・受信する機器が船についています。ソナーから発した音波は海底で反射されて、

再びソナーに戻ってきます。この音波の往復時間を測って、水中の音速を乗ずることで、

水深が求まります。マルチビーム音響測深機は、その名のとおり、マルチ（多数）のビ

ーム（音）を発信することで、広い範囲の水深を一度に測ることができる便利な機械で

す。 

 
マルチビーム音響測深機による海底地形調査のイメージ図 

 

参考５ 

令和 6 年能登半島地震 震災後の詳細な海底地形データを広く一般公開へ 

https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/notices/view/2714/ 

 

参考６ 輪島港を襲った自然災害と各機関による調査の時系列 

https://www.hrr.mlit.go.jp/press/2024/10/241021kouwan.pdf
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/suisanka/notohantoujishin/documents/hukkouhousin.pdf
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/suisanka/notohantoujishin/documents/hukkouhousin.pdf
https://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kouhou/r6/k241210/k241210.pdf
https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/notices/view/2714/
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